
各種プラスチック・フイルムで包装した  

大豆油の光による変質について－Ⅰ  

松 井 悦 造・清 水 義 弘  

Effect ofLight on tlle Properties of Packed Soybean Oil・Ⅰ  

Ethuzo Matsuiand Yoshiro Shimizu  

TweTlty－gram aliquots of soyt）ean Oilwerepackedr6p∝tivelyin plastic 点lm pouches，Of  

polyethylene（high density），pOlyethylene（low density），POlypropy】ene、PO］ycartnnate，  

po）yvinylchloride．polyvinylidcneehloride，andpolyamide－6．（Tab）cl）Care＼VaStaken notto  

eIIClose air．  

Thepuchescontaingoi］were pr6erVed eitherin the darkorin thelight of the room  

for three months．  

When thepouches were pr岱erVedin thedark，perOXidevaIues（POV）of packed oilin  

anykind of別m showed nosigni点cantincrease，Whi）everyhighPOV wa50btainedwhenthe  

oilwaskeptunder air（without pack喝ing）・（Fig・1）   

Wllen theoilsamples were preservedin thelight、POVof oilspackedinfi1msoflow gas  

permeabilities（PVdCandP・amid・）wereverylo、、㌧  On thecontrary，POVofoilspacked  

in6lmsofhighgaspermeabilities（PEand PP）“rerevery high・（Fig・2）  

From the aboveresults．itis concluded th且t paCkedoilis strongly activatedl）ylight to  

absorbeoxygenethrough丘lms．   

1． 緒  

衷品中の油脂は酸素と結合して変放する．光はそれを促進する．またプラスチック・フイルムは  

一般には気体も液体もほとんど通さないのであるが，厳密にいうならば．ガス体の透過性および水  

蒸気の透過性が多少はあって，しかも材質によって差違がある．   

本研究では各種のプラスチック・フイルム（通気性の大なるもの．小なるもの．およぴその中問  

のもの）で袋を作り．油を入れ，空気を追出しながら．油の酸化変改の度合を過酸化物価（PO  

V）で検討した．   

これらのフイルムはまた紫外線をよく通すものと，あまり通さないものがある．包装した油の光  

の強弓引こよる変故に差があるか否かも調べてみたいと思った．  

第3回包装技術研究発表会に発表（1970）．「包茎技術」9，褐7（1971）に掲載  
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2．実 験 方 法  

低密度ポリエチレン．高密度ポリエチレン．無延伸ポリプロビチレン，ポリカーポネート．硬質  

ポリ塩化ビニル，ポリ塩化ビニリデン，および無産伸ポリアミドー6の7種類の，肉眼で無色透明  

なフイルムで袋（タチョコ8×8cm）を作り．大豆油20ccを入れ．手で空気を押出しながら，ヒ  

ートシールし．戸棚の中（暗所）と重刷ヒ側の窓際（明所）とに置く．そして1週間．2週間」3  

週間．1カ凡 2カ月．3カ月経過後の油の過酸化物価を測定した．   

旋用したフイルムの厚さ，通気性および透湿性の測定値ほTable・1に，またそれらの紫外線通  

過過率曲線はFig．1にあげる．  

TablelProperties of Films  

慧芸aセ霊rt霊悪霊r  
cc／cm．sec．cmHgこ  g／m望／day  

Kind of films  

0．42×10‾】1  

1．82 〝  

0．朗L 〝  

0．65 〝  

0．026 〝  

0．0（河 〝  

0．α冶 〝  

Polyethylene，highdensity （PE・hd）  

Polyethylene，lowdensity  （PE，ld）  

Polypropylene  （PP）  

Polycarもonate  （P・Carbo・）  

Polyvinylchloride  （PVC）  

Polyvlnylidenechloride  （PVdC）  

Polyamide－6  （P・amid・）   
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大豆油は製油直後のものを吉原製亜株式会社  

から分譲してもらった．その特性は，酸価0・05，  

沃素価132．8，過酸化物価0．1me〔l／kgであっ  

た．   

過酸化物価は油の中の過酸化物が沃素カリと  

反応したとき，遊醸する沃素を滴定するに要す  

るチオ硫酸ナトリウムの11唱当量（m叫）を  

以って表わす．その測定方法ほ，八木・秋谷  

共著「良品の酸化とその防止」にLf己赦されてい  

るのとほぼ同じである．  
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3．実 験 結 果  

この実験は春から女にかけて行なったのであ  

るが．その結果はF短，2およぴFig・3の通り  

である．  

3－1暗所保存の結果  

Wavelength（m〟）  

Fig．1UV－Transmission curves of plastic  
films  
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コントロールとして，8×8cmすなわち64  

cm之に近い底面積の皿に大豆油20gを入れ．  

無包装のまま室内暗所に保存したと喜，その大  

豆油のPOVほ経過日数とともに著しく増大し  

たが，包装して暗所箆存した抽のPOVはいず  

れも極めて散々たる増加に過ぎず．通気性の大  

なるフイルムに包装した油も，通気性の′J、なる  

フイルムに包装したものも，POVにははとん  

ど差がなかった．すなわち大豆油はフイルムで  

包去密封されて直接に空気に触れることがなけ  

れば．どんなフイルムを依っても，暗所で保存  

されている似り．池の酸化はほとんど起こらな  

いといえるほど微少であった．  

3－2 明所保存の結果   

しかし包装した大豆油を光に当てると．包装  

材料のフイルムの種類によってPOVの増加に  

大差が生じた．隆密度ポリエチレンは通気性の  

最も大なるフイルムであるが．これで包装した  

油はPOVが経時的に甚だしく増大した．油が  

光によって活性化して反応性を高めたため，外  

気の駿東がフイルムを通して包装内に吸引され  

たのであると考えられる．   

これに競いて通気性の測定値の大なるものは，  

0
 
 

0
 
 

5
 
 

0
 
 

1
 
 

箋
＼
－
；
∈
）
 
＞
〇
こ
 
 

14   30  60  90   
Tもme ofpreser用t；on（days）  

Fig 2 POV of soybean oil，paCkedin plastic  
Eilms．（in the dark）   
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Fig．3 POV of soyもean oil，paCkedin plastic  
Glms．（in tbeligltt）  

ポリプロピレン，ポリカーポネート．高密度ポリ  

エチレンであったが．油のPOVの増加もこの頃序であった．   

ポリ塩化ビニリデンやポリ7ミドー6の如き通気性の′トなるフイルムで包装した抽はそのPOV  

がほとんど増加しなかった．フイルムが酸素を通さなかったのである．ポリ塩化ビニルはその中問  

であって，通気性がやや多く．池のPOVもやや大であった．  

3－3 フィルムの紫外線透過率の差   

Fig．1において，高密度ポリエチレン・フイルムは結晶のため光が散乱して，肉眼でみて乳白色  

半透明であって．透光率曲線は低い位這にある．またポリ塩化ビニリデンは紫外線阻止剤が入れて  

あるらしく．紫外線域の透過率が小である．その他のフイルムは罰Om／上以上の波長域，すなわち  

太陽光線の触域では透光率ほほぼ良好であって，これに続く可視光線の触域でも透明の筈である．   

しかし本実験で明所縁存の場合，フイルムのガス透過率の羞は油のPOVに顕著に現われたが，  

フイルムの紫外域における透光率の差は仙のPOVに現われたか否か．著者らは高密皮ポリエチレ  

ンで包装した油のPOVが案外低くかったのはフイルムの通気性が比較的小であって透過酸素の量  
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の少なかったのであり，またポリ塩化のビニリデンで包装した油のPOVは極めて低い値であるの  

はこのフイルムが最も通気性が小であって酸素をほとんど通さなかったためであると一応考える．  

光についてほ，データーが少ないので確かな判断ができない．しかし紫外線だけが油の酸化に寄与  

するのではなく，長波長の広舐域の可視光線も強く働くものと思われる．  

4．大豆油 の色  

実験に供した大豆油の色は無色に近い．包装して明所においてもほとんど変らなかった．かすか  

に黄色であることが肉眼で認められた程度である．可視光線のスペクトルをとってみても波長650  

～660m／！の辺りに極めて微弱な吸収があるだけであった．  

終りに臨み，試料を提供して下さった吉川製油株式会社に御礼申し上げる．  
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